山水並野形図

一、　東方朔（中国の著名な方士）の居所を記した図を指して、少し書き出すところがある。まづ、庭に原、山、峰、滝、河を構えるには、石木を躰とするべきだ。故にまづ能々石の五色に相克、相生を思ひ合わすべき。山水、野筋はほとんど山である。左右に二つの山を築くべきである。陽の山は大いに高くして、陰の山は少し低くするべきである。その場所で良いと思われる方に陽の山を築くべきである。　しかし、水を落とさないことを考えれば、これは野筋の手法であっても、　所によって地形に随って滝を落とすことがあってもよいだろう。山、水、石は例えて言うならば三足の如く、一つが欠けては、存在することは出来ないと言える。　　　　　　　
一、　石の五色を心得て能々相克相生を思い合わして立てるべきである。相克というのは、木克土、土克水、水克火、火克金、金克木であり、これらをもって考えるべきである。木姓の人は青く、黄石を向かう方向に立ててはいけない。木克土の故である。土姓の人の色は黄色である。黒石を常に見るほうに立ててはいけない。土克水の故である。このようにあっても、青石をさして嫌ってはいけない。水姓の人の色は黒色である。赤石を常に見える方向に立ててはいけない。水克火の故である。火姓の人の色は赤色である。常に見える方向に白石を立ててはいけえない。火克金の故である。金姓の人の色は白色である。常に向かう方向に青石を立ててはいけない。金克木の故である青石を立てれば合姓石をよせない。

相生というのは、木生火、火生土、土生金、金生水、水生木、木姓の人は赤石を立てるべきである。これは相生であるけれども、五色の中に赤石は禁忌とされている。火姓の人は黄石を常に見える方に立てるべきである。土姓の人は白石を立てるべきである。金姓の人は黒石を立ててみれば吉となり。水姓の人は常に見える方に青石を立てるべきである。相生とはこのようなことである。

また、相加というものもある。赤石を南に立て、これに向かって南に天竺を植えて見ることは、火姓の人くり返すと良くないだろう火が四つ寄り添うと火難があると言われている。

　青石を東に立てて、木姓の人が見ることは相加である。黄石を庭中央に立てて、土姓が見ることはやってはいけないことだ。また白石を西の方に立て、金姓の人が見ることもやってはいけないことだ。黒石を北に立てて火姓の人が見ることもやってはいけない。

　大方これを心得て、山水、野筋を作るべきである。

　又、野筋はまづ陰陽の二つを作るべきである。陽山は大きく高くして、陰山は少し低くするべきだ。

　又、滝河の事　左は西竜を置き、右は白虎を置くために、家は南に向かって立てて、丑寅より滝を落とすべきである。このようにして丑寅の方より水を流せば、水によって災難が起きることはないと言われている。

又、未申へ水を落とすと神王水となるので戌亥からも落とす。又神王とは諸々の宇賀神、ことさら弁才天の智水となると言われている。又戌亥に神王石として切目の石を立てる。（神王石は高貴な石であるため）足下（に布石すること）を戒める為に、家の縁よりも地形が下ならば立ててはいけない。

　辰巳の方より滝、川を流してはいけない。逆水といって逆に流れる水を、俗にさかさまに流れる水という時はこの方の水である。場所によって大河の中を逆さに流すことが過去にもなかったから、これを逆水と名づけていう。
　この外に又第一に取るべき石は不老石というものがある。たとえば上も切らず、四方これは大きな石である。小さくては見所がない。この石は蓬莱である。この蓬莱を負っている亀を万却といって、不老に添って立っている。これが亀であったなら、斯様な石をこれに覚えるべきである。先ず不老万却を立ててからその他の石を立てるべきである。

　まず庭には宗とするべき石がある。一、不老　二、君石　三、敬愛石。不老の姿が一番上にある。君石は只不老よりも小さく、臣石、敬愛石の二つは例えばこの姿である。君石は臣を哀れみて、臣石は君を仰ぐべきであるといわれている。

一、敬愛石は少し覗きたくなるような石を二つ（二つの石をの感覚を覗き見する程接近させて）額と一位を合わせて立てるべきである。

一、 別石（ちぐはぐな石）に立ててはいけない。すべての調和のとれた石を立てる。

一、 蝦蟆石といって蛙に似ている石がある。目立つように立てず、神王意思は戌亥より辰巳の方へ向かって立てる。この蝦蟆石は荒神の障碍神である。

　例えば、蛙に似た石を戌亥に向けて（戌亥から見えぬよう）隠して立てよということである。陰（蝦蟆）陽（神王）二つの仲が目だって見えないように立てるべきである。蝦蟆は荒神といって祝う場所である。又いつも禍をもってくる神である。だから弁才天を地神にしているのである。
一、 石はあるときには出棚（落縁）の前に置いて、晴れがましく思うところに立てるべきである。

この神王石と蝦蟆石の間には石木はどんなものでも置いてはいけない。この姿の石（神王石と蝦蟆石）を辰巳の方向にして、蝦蟆を据えるように立てるのである。これは諸々の宇賀弁才天の座るところである。幸福を祈ることが出来るようにするためである。

一、万石余石秀石は一つの石のことをいうのである。

そんなにむやみと吉石を揃えてはいけない。大概他にもあれば立ててもよい。一庭に一（箇）所、斜石というところに立てるべきである。

又は、連石ともいう。大きいものから順に立てていくべきである。
　又は、これを風石ということもある。風雨を吹きなびかせるようにいわれている。

　又野山に行って石を取るときに、横、斜、径（たて）の三種類を心にかけて取るべきである。横石は、横になっているように上に切目の平たく入っている石である。（形は径になっているように切目（節理）のある石である）例えば、（横になっているように切目の入っている石でも、径に変えたような石）これを径ともいう。（径横斜）三つの石をそれぞれ三つずつ取ってきて、よくよく選ぶべきである。

一、 上に規定する所の横斜径の三つを心がけて立てるべきである。この三つは天地人の三なのである。（すなわち、径石が天で、横石が地に当たって、斜石が人といった統一方式による立石法の意）。まず、主とするところは三つを一箇所に立てるべきである。天地人の三つを立てて、径きを縦に植えれば王という字になり、玉という字は万事を残さず納める千玉といわれている。それ故、古詩にも上玉国五宝中至といわれている。このように、坪（庭）を構えれば坪であるが故に災難を防いでくれると言われている。

一、 山にあるときの石の位置を変えることが出来ないといわれることがある。山で下になるほうを上にすること、つまり、逆石というものを嫌う。これをやると石霊が怒って災いが起きる。

一、 石を立てて、木を植えるときには、簾中近くに構えて、常に王子、若君などが見ることの出来るところに、風情があるからと言ってするべきではない。枝が枯れたりしている木を植えてはいけない。これらは祝うべきところにして、余事を面白いものとするべきである。

一、 曲河曲石というものがある。水の流れを乱して曲がって、癖がでてきているところには曲石を立てるべきといわれている。

一、 大石の波の上から少し見える姿があるといわれ、又流水が常につっかえて（石のために落差が出来て急に流れが早くなる直前の停滞するさま）海を求めること（一度は水勢をためて急に激しく流れ落ちるさま）をいう。そうなれば中にも狭いところを作ったり、また海のごとく広く見せるところも作るべきである。ただひたすら情緒があると言える。
一、 木を探すとき、横、斜、径の三つをよく心がけて取ってくるべきである。例えば径木のかかり本少ないけれども柔軟（しなやか）に植えればよい。これは斜径をかけてある木である。本は歪んで末はゆがみを直したりすればよい。

一、 木草を植えるには、本物を学ばないといけない。深い山にある木は深山とされる場所へ、野山の木は野山とされる場所へ、水辺の草木は水辺とされる場所へ、このような心得を持っていれば草木を植えるときに迷わない。同様に山水は山を写しているといわれ、これらはみんな本当にあった場所に返すべきであるということである。

一、 梅は峰にも山にも里に植えても悪くない。これは雪山のものであるので（雪景色に似合うので）北向きに植えるように心がけるべきであり、また情緒深いのではないだろうか。

一、 万木一見というものがある。その真意はどこにあろうか。答えよう。庭中の木をただ一目見ただけで、すべての木を残さずみるように植えることである。どこに木を植えても良いが、軒近くに植えて、彼方にある小木を隠すことがないように植えることである。

（池を掘ること）

一、 池をそんなにむやみに掘ってはいけない。池の大小によって浅かったり、深かったりがあるべきである。はた池の底に薬研形に掘るべきである。そのわけは、水がたとえ少なくなっても池のごとく水も残るからである。又、魚を入れる池には通常の池よりも深くなっても良い。又、鯉などを飼う池は凡そは池の形池のそばに小さな池を掘って、池の上に崩れ落ちないように石を置き、上には土を持って磯山のような形にして、底は池には見えないように作って魚の生きるところを作ってやれば、自然と魚は子供を産み育っていくものだ。魚の出入り口の道には石を置くと風情を出しながら、魚を隠してくれる。このような場所のある池には一つの池に二、三ヶ所さえ作れば、魚も住みよくなる。

　又、鮒を入れる池には鯉を入れる池のように、別に隠すための池を掘らなくても、池の中に二、三ヶ所風情のある隠れ住むところを立ててやれば、鮒は住むのである。

　また、鳥を放つ池もこのようなだけの池を作れば、魚は隠れて鳥にも取られず、外へも行かないで池に住むのである。鳥を放つ池は　　損をする。風情ある石を見るときに良く見えるように、しっかりとたたみて、去らない鳥が飛び遊ぶように無名石を置くべきである。

一、 庭に池あれば、白鷺など魚を食べようとして、自然屋根、軒にきていても煩いはない。池も無い所の屋根にいることもあれば、急ぎ祈禱事もある。

一、 池の形は大海を真似なさい。また川の流れ出る様子も真似なさい。海辺には石菖、杜若、山吹などはあってはいけない。海辺の風情は世間の常識を用いて、人のするようにする事も大切である。その風情を信じるものはよい。但し、山は山、海は海、川は流れると、常に心がけるべきである。又、沼池というものもある。この池の風情は田面の池である。これは、石菖、杜若、ヒサカキ、山吹、ツツジ、藤、紫苑などを、池の磯に風情面白く植えれば沼池となる。石を所々に置くが、その石は無いように見えるように趣深く立てるべきである。

また、干潟の様というがある。別に風情がなくても、ただ、常に潮の動いているさまを表現すればよい。これには石を立てることがある。海が満ちているときは島の上には待つなどを置き、砂、真砂を用いて趣深く配置する。干潮をみせるときには、どこまでとは言うのではなく、遠くに浜山のようにして、松などを高く生い茂るようにして、砂、真砂を置きさえすれば、特別気をつけることはない。ただ、木の植え方や、砂、真砂の置き方によって、干潟のように見えることがある。

一、 野筋というのは、ただの山の姿のことである。ここには（強いて）石を立ててはいけない。ただ、草木を植えて野山の姿に見えるようにすることを主とすべきである。ただ、どこまでも野筋をなだらかにとてもすなおにするべきである。
一、 野筋とは前述のようなことではあるが、趣が出てくるのなら、石を立てるべきである。頻繁にではなく所々で、見合わせて立てる。無骨に立ててしまうのはいけない。野筋の風情を全く壊さずに立てるべきである。そして、どこにも草を美しく爽やかに見せるように置くべきである。草はどうしても、むさくるしくなりがちである。
一、 山水には石木を主体とするべきである。主として横斜径の三つを心がけて、木と石を取ってくるべきである。石でも、いつも主人の方を向いている面が紫トガリの出ている方を向けてはいけない。いかにその姿が面白く、風情があっても、決してそのような向きにしてはいけない。木や草においても主人の方に枝などが重なり合っている方が向いている場合にはそれを考慮して切るべきである。しかし、枝が少なすぎてしまうのは見所がなくて駄目だ。それでも主人の方には枝を少なくすべきである。またそう言われる所以もあると言われている。

一、 石を立てるときには、まず主人のために福貴石を立てる。そのときは、無名石をと一緒にあわせて人にわからないようにする。立てるときは穴を掘って、袖下に地結の印を押して、真言にしたがって加えるこれは秘密ごとである。口伝。

また、山水の大小にしたがって、米一升、桝をそのまま置いて、名石を立てるときには穴に入れるのがよい。それも名石とも知らない間に無名石の穴を掘らせて米を入れて、その名石を取ってきて入れているものである。この理由は名石、無名石との違いを人に知らせないためである。これは秘密事である。秘密事である。口伝。

また、主人が例え好んでも家の前へ、最初に洲崎や、河の流れ出る姿をみせてはいけない。主人に不吉なことが無いようにする為である。そのようにして主人の分限によって山水の大小を決めるべきである。分限無くして山水に写ることがある。だから、このような事は大事であると言えるのである。よくよくこれを心得るべきである。また、山水の石を立て始めるときは、吉日を選んで始めると伝えられている。

一、 中門の車寄せ無くして、荻を植えてはいけない。中門から見える所に荻を植えるものである。山水の中にしかし、山水の中に主人が好きだといっても、紫苑、白菊、などを植えてはいけない。それは愁いを常に聞く為である。

また、山水の主人の家を造る時には、門を立てたときには、門から１丈をの部分には何も置かず、門の左に落火石を立てる。門が無いときには落火石を置いてはいけない。その石の姿は、上は切目を入れて、四方は欠けていない石を立てる。高さは門の礎石より上七寸に立てる。それは山水に夜、客人が来たときに、客人の向かえに行く人が出てきたときに、たいまつの火をとぼして、その石に燠を落とすためである。これを落火石というのである。この石の上でたいまつの火の燠を打ち落とすのだといわれている。これは秘密事である。夢々、相伝を無くして、人に物語としてこのことを伝えてはいけない。云々。

山水並野筋とは今まで述べてきたようなことである。

一、 山水の石を立てること。天竺の無熱池から出てきていて、石の数はみんなどここでも八竜王千余ずつを領として立てている。そこから始めて、大唐においては石を省略して小国であるために、３６１の尋陽をホトリに立てる。その後、武朝には、亀山御中に伝来している６６を定めた。しかし、その後の時代ではこの６６は合っていないということで、４８に定めた。名石を選んでくる。そうすれば弘法大使は仮令石のあざなは多くあるといっても、図の寸法は違わない。そうすれば、無名石は山水に置く場合に数知れず立てるものであると伝えられている。

石之名　（立は立てる石、臥は臥せる石、斜は斜めの石）

願　石立　人形石立　中障石臥　水常石臥　官　石立　連　石臥　鳥遊石臥　砌　石　砌臥　右　石立　神王石立　不老石立　万却石立　君　石立　臣　石立　関　石立　流　石臥　水溜石立　敬愛石立　蝦膜石臥　滝陰石立　敲唐石臥　流波石臥　水落石斜　三尊石立　橋引石斜立　水分石臥　風雨石臥　建臥石立臥　水通石臥立　鳥飛石臥　龍居石臥　竜居石臥　鳥居石臥　両界石立　明王石立　眷属石臥　屏風石臥立　待　石臥　水打石立斜　品文石立　魚遊石立　鵜居石臥　霞懸石立　護亭石立　忌　石立　船陰石立　総持石立　鏡　石臥　成就石立　礼　石立
この一枚の紙は万里の名目（非常に広大な景観を表現している）である。　　　　　　　絵図に示されているように中央の平坦な部分を狭く細くして、両側の野筋を大きく広くすべし、また、（反対に中央の平坦な部分を大いに広くする場合は）の筋を小さくすべきである、と伝えられている。

この一枚の紙は万里の名目（非常に広大な景観を表現しているもの）である。いかようにも絵図に示されているように中央の平坦な部分を狭く細くして、両側の野筋を短くすべきであり、また反対に中央の平坦な部分を多いに広くする場合は、野筋を小さくすべきである、と伝えられている。

一、 紳王石立　戌亥に立てる石である。形は上が切ってある石で前に縁があり、三方にそろう石である。口伝書にはことごとく出てくる。また、上はたての石を、前は斜めの石を用いる。ただし、高さは３尺である。山水によっては一尺にしても、八寸、六寸、七寸、三寸にしても良い。これらは大事な石である。周りとのつり合いを考えてたてるべきである。

一、 蟆石。　辰巳の方から戌亥に向かって余石に隠して立てる石である。紳王石から見えるか見えないという微妙な高さと位置に立てなければならない。この石は蛙の形をしている。ただし、この石の寸法は決まっていないので、よくよく考慮して立てなければいけない。

一、 敬愛石。　丑寅の余石の影の余所へえ見えないように立てるべきである。石は二つで一組の石である。この石の形は男女が語り合っているような姿で、一つの高さは一尺で、もう一つが八寸五分の石を立てる。ただし、それ以外の石にしたがって高低差はあるものである。これらは在家の山水の主とすべきものである。

一、 君石。　島崎の脇に置くか、あるいは家々の右の方によって戌亥の方に寄せて立っている石である。この石の形は上に切目の無い石である。たて石でもなくて、脇の方で少し風情があり、人を重くした石である。高さは三尺であるが、山水によっては二尺、一尺にして立てても良い。

一、 臣石。　君石の両脇に立てる石のことである。もし、一つならば、君石の右に立てる。石の形は上に切目のある石で、人が俯せをして君石に語りかけているような姿の石にする。高さは一尺の石で、これも君石の高さを基準として立てても良い。いかにも君石を敬うようにしている姿の石を立てるべきである。

これは万海一山の名目である。広い海に山が一つある。これを少ないとした時の庭である。

一、 不老石。　池の中に立っている石である。または、庭の中にも立っていると言われている。この石の形は横、斜、径を持っている石である。この石は何処にでも使っていい。高さは二尺五寸、この下には万却石を立てる。面白く風情がでてくるように、よくよく考えて石を並べるべきである。

一、 万却石。　不老石を負う姿の石である。この石の形は亀の形である。上に円座を敷くように石を立てるべきである。この石に決められた寸法はない。これも不老石を基準とする。いかにも亀に似るようにするべきである。

一、 船隠石。　この石は池の中に立てる石である。例えば石二つ三つずつ立てる。その石の間は、少し続いているように立てる。品文字に立てるとも言われている。石の大きさは決まっていない。この下には万却石を立てる。面白く、風情が出てくるように、よくよく考えて石を立てるべきである。

一、 流石。　池の中に立てる石である。前に立ててはいけない。また、流石は水が無くては流れている感じがしない。水の底にある石のことを言う。または、波の上に見える二、三の峯のことを言う。水の底に品文字のように立てる。これも寸法はない。ただ、石の風情と水との釣り合いによって立てるべきである。

一、 水常石。　この石は池の中島の岸に立てる石である。島の南よりの洲崎に立てるべきである。この石の形は斜石である。石の大きさは決まっていない。島の形によって面白いように立てるべきである。水が流れてくるのが当たるように立てるべきである。この場合の石は全てたて石がよい。

一、 島遊石。池の中島と家の前の磯との間に立てる石である。この石の形は横斜めで、鳥の形に少し似ている風情のある石である。水の上五寸の所に立てる。斜の方は水に浸っている様に立てるべきである。石の数は三、四、五、鳥の遊ぶ場所を作るように立てるべきである。とりわけ、これらは山水の面白い場所を与える石であると伝えられている。

一、 竜居石。　この石は南の、中島の東に寄って立てる石である。加文字に立てる。ただし、加文字の片点は竜の頭に似せて立てるべきである。もう一つの片点は竜の尾に似せて立てるべきである。高さは一尺、もう一つは六寸に立てる。この石はそれほど好んではいけない。あるいは池の主にもなり、変に立てるのは、主人のためにもやってはいけない。

一、 総持石。　池の中に立てる石である。この石の形は上の切目のある石である。面から右へ斜めの形を持っている石で、高さは三尺である。これも広大な敷地の庭園に布石された時の寸法である。この石は人を護る石である。一般的に石の中の主とされる石である。

この石をよく立てれば富来福裕増長すると言われている。このように不思議と徳を持ってくる石であるが故に、不思議石という異名を持っている。まさに総持（阿弥陀の直訳、すなわち真実の）石といわれている。口伝。

一、 鏡石。　この石は総持石の添石である。友を鏡の　　　もとづき、この鏡石は総持石を磨いてくれる。そうすればより総持石の得が表れる。それゆえ、総持石に添えて立てる石なのである。この石の形は上に切目があって、人が物を言うような姿の石である。それゆえに立っている様子を出すために一尺や三寸二分に立てるべきである。そうすれば、余石もためしてみるべきである。口伝。

一、 水分石。　この石は斜石である。水の量が増えている水の流れを表したり、いずれにしても良いように見えるように立てるべきである。または、水が池へ流れ出るところに立てる石とも言われている。だから、水分石を立てて、その後ろに水落石を立てるのである。

一、 鳥居石。　この石は池の中にあり、東の磯のそばにある水分石の近くに立てる。この石の形は上に切目がある石である。品文字のように立てる石で三つ立てる石である。高さは水の上から十二、三寸の所にあると言われている。

一、 屏風石とは、まるで屏風が立っているような姿の石である。寸法は決まっていない。滝落から水が池へ流れ出るところの磯際深く、岸の高い所の風情ある所に立っている。崎山などはいつも風情があるものである。戌亥の方にはない。
一、 眷属石。　この石は、白砂の中で小さく出ている姿の石のことを言う。上にはさほど出さず、知らずとも同じ様に立てる。そうは言っても少しの差はあってもいい。数はいくつでも良いが、品文字を立てたり、加文字を立てる。にぎやかに面白い様に動かして立てるべきである。木の根本などにも立てるべきである。

一、 関石。　峰に立てる石である。周りに石が全くなくても山峯には石を立てるべきである。この石の形は横、斜、径には石を立てるべきである。よく峯に似ていて、面白く風情のある姿をした石である。高さは石に従って決めるべきである。分量も決まっていないのは、峯にしたがって決めるべきであるからである。この峯に人が通る道のある風情を出すために石を立てるものは、よくよく心得るべきである。
一、 霞懸石。　この石は峯の関山のそばに少し立てる石である。この石の形はたて石である。高さは関石よりも三寸高く立てるべきである。そうはいっても、池が近い野峯で、野筋のない所に立てるべきである。それは、池の近いところから霞が常に立てるべきものであるからである。よくよく心得なければ叶べきではないと言われている。

一、 人形石。　この石を立てる所は、主人の家の縁の端から七寸五分下がったところにある。また、山水であれば、この石を立てるべきである。しかし、吉凶同徳の石であるから、そんなに好みで立ててはいけない。またこの石を在家の人のところに立ててはいけない。この石の形はは上に切目がある石である。中は人が二人向き合って立って、何か語っているような石である。一つは三尺五寸、もう一つは三尺二寸にして、どんなことがあっても絶対に好んで立ててはいけないと言われている。

軒このように、先の細い庭では、一般的にやりにくいものである。先を残すべきである。

一、 水通石。　この石は山から河などが流れ出る所の石の中を水が通って出て行くような姿になるように立てられた石である。この石の形に決まった形はない。いかにも趣き深い石をその物の相にたてる。
一、 水打石。　水の流れに従って、流れる水の中に入って、水の行き先を指す所で、池の磯にぴったりと付かないように、水を打つように立てるべきである。この石の形は斜、たてを兼ねている。二、三は主人の家の前方にある洲崎から出して立てるべきである。水さえ流れれば自身を打つ。石の高さは山水の広さによって変わり、その高さに立てるべきであると言われている。面白い石である。よくよく心得て立てるべきである。

一、 流波石。　この石の形は決まっていない。ただし、風情があって、水波が立っているような姿に立てるべきである。この石のことを流分石ともいう。面白い石の姿である。よくよく心得て立てるべきである。

一、 水落石。　この石は水が流れ落ちてくる様に立てる石である。この石の形は斜石である。高さは水の上六寸二分に立てるべきである。もう一つは水に浸るように立てるべきであるが、二、三分上げてもよい。

一、 橋引石。これは中島へ寝る端の両方の葱花の傍に立てる石である。この石の形の一つは上に切目がある石である。もう一つは斜石である。橋の葱花の傍から一尺退いたところに立てるべきである。高さは七寸、五寸であるが、橋の大きさに従って、調整するべきである。

一、 中障石。この石は橋柱のように立てる石である。水の上に三寸上げて立てるべきである。また、橋の高さに立てるという説もある。三寸で始まりを定める。

このように横に長い庭は、作りよいし、見るにも良い。四方からなる庭であれば、軒の方を少し広くすると良い。図はこのようにあっても所によって、時の経つのに従って見よき様にするべきである。いかにもざわざわという感じにするべきである｡                          ｡俊ナル様に、面白くすべきといわれている。大概、このようなことである。

一、 三尊石。この石は滝落の両脇に形に従って立てる。この石の形は釈迦の三尊でも、阿弥陀の三尊でも、また不動の三尊でも主とするものによって姿を変えて立てるべきである。中尊は三尺、他は二尺五寸に立てる。細々と立てるのではなく、この石を在家などに立ててはいけない。これも山水に従って、一尺にして立てても良い。他の二石は中石に従って立てるべきである。向かい合わせに並べて
一、 両界石。　滝落に近いほうの池に一つ立て、また、磯に並べて立てる。それ故、磯に立てるのは金剛界である。これは草木万物を生じる石である。池に立てる石は胎蔵界である。　　　　　　　　　。この石は両界の大日如来を表している。五行五色を揃えている石である。このようにあっても一般的に上に切目があり、四方（四角）である。美しい石である。高さは三尺であるが、二尺とも言われている。

一、 明王石。　この石は主人の向かう方の坪庭に立てる石である。この石の形は五大明王の座しているような形をしている石である。中央は不動明王の座で、高さは二尺である。他の石は一尺六寸ずつで立っている。たて、横、斜めと様々に立てる。このことは口伝でよくよく釈迦　　　。
一、 忌石。　この石の形は上に切目のある石である。立石である。立てるとしても外に見えないように立てるべきである。近くによってやっと見えるように立てるべきである。それは、以前は漫々として海の姿、洲崎に高石を多く立てたと言われているからである。　　　またこの石をも離れるように立てまじきるのだ。池の南に立てて、補陀落山を表したものである。そうであれば、観音石とも言うのである。誰も知らないようにたっているのである。　

一、 成就石。　堂塔寺坊の前に立てる。この石の徳は、よく立てれば主人の願い事が成就するのである。それ故、成就石といわれている。この石の形はたて石である。四方は欠けていなくて、愛を持っている石である。

一、 礼石。　この石は成就石から外に少し下がった、右に立てる石である。この石の形は上に切目のあって、斜石の形をしている。高さは主人の氏によって一尺にしたり、六寸にしたりする。また、三寸にも立てる。その時々の条件による。また、その人によって決めるべきである。とにかく、風情があればよい。

一、 連石。　この石は官石の左に立てる石である。この石の形は上に切目のある石である。高さは六寸二分に立てる。但し、官石の高さによって、これもためして立てるべきである。よくよく考慮して見合わせて立てるべきである。

一、 風雨石。　この石は庭の中の良いところに立てる石である。この石の形は上に切目のある斜石である。中石を斜石とも言う。四、五個も立てて、流しているものを言う。まず始めに大きな石を立て始めるべきである。この大きな石の高さは一尺五寸である。その後は順に一尺、もしくは八寸、六寸、四寸、二寸に立てていくといわれている。そうすれば、風と雨が吹きなびいている様に立つので、風雨石と言われている。面白い石である。心得て立てるべきである。

一、 この石の図を守ってよく立てるべきである。ただし、山水の広さ、大小によって石の寸法を考慮するべきである。今、上に記した図は、方八町、或いは四町（一辺の長さが四町もある広大な敷地）の山水の図である。

また、尺も寸も少し違うので、石の善悪によって立っている。考慮しなければ、ことさらとくに立ててはいけない。このような図は、昔も今も用いるべきである。昔の、当時の和歌の趣を考慮し、その下の方でざわざわとした感じにして、順に面白く、風情のある様にするべきである。一般的にまず、大きな石を立てて、その寸法に合わせて、次々と立てていくべきものである。このような事などは、ただ、心をこめてすることである。いつも鍛えるということをしないことはおろかである。口伝あり。

一、 山水を、人が寄り集まっているときに見るときは礼石のそばから見るべきである。それは山水の中に、三尊石、両界石、明王石、また天人居石、これらの石が立つが故に、その恐れのためにこの石の側から心中に所願成就の心を持って、三世の諸仏を礼拝するとい心意気である。

さて、主人の方へ褒め言葉を使って、滝落の方を見て回るようにして、水落の行方へまわり、見とどめて、また、先の礼石のほうへよって、よく見物する。水落の落ち方も法則通りの庭の型を知らなければ、見ても見てないのと同じ様である。
一、 主人のために祝いの名石を立てるところを相構え無関心にしてはいけない。心に留めるべき所にするべきである。名石、無名石を知らなければ、相構えて石の頂上を踏むことがあってはいけない。名石を踏まないようにするためである。自分から目上の人の山水を見に伺うときには非常に面白いといって、声高らかにするべきではない。そうではなくて、才知と学識なども伺うべきである。秘密にすべきである。ただ、自分ばかり面白いとしてはいけない。これは何事にも目上の人であれば、褒めるべきである。このように山水とはよく心得て見るべきである。

一、 神王石に向かう方向に蝦蟆石を立てているほうに、蛇が落ちて死んでいる事がある。木の根本を踏んではいけない。全てのことに心を配っておいて損はない。敬って山水を作るものである。また、才学をも聞いて作るべきである。ただ、自分ばかりが面白いと思わないようにする。穴賢。

自分が秘密だと思うことは、人に漏らしてはいけない。草木の植える所の良い場所というのも、知っている人は八千人に一人もいない。例え、山水の巻物が多くてよく相伝されたと言っても、自分の心にあることを思う一巻は残しておくべきである。石の図、石の立てるところ、草木の植えるところを、どう考えても秘密にするべきである。

八大竜王の恐れがあって、法がなくては許されない。千金の伝えられることはいけない。穴賢々々、口伝もある。

　（木の植え方）

一、 松は山でも、峯でも、野でも、原でも植える場所の駄目なところはない。ただし、それは山水の風情に従って、見合わせて植えるべきである。とりわけ、松は祝うべき方位に植えるのが良いとされている。一般的にどこでも、坪山水にもある。松が無くては、山水として成立しない。ただ松はどのように植えても面白く、　　　　　　　　。
一、 松は滝落の方を主として、何本でも風情があるならば植えてもよい。滝が無くても深山の端に植えても山に風情が出てくる。少し下った野山崎などにも、風情が出て面白いのであれば何本植えてもよい。西を主とすることに従うべきである。

一、 鶏冠木。　これを主と心がけなさい。植えて福を呼ぶものである。通常里には無い。このように福となるように調節して植えるべきである。丑寅の方を主とするべきである。これも座敷の一ヶ所にあれば、その他は風情に従って植えるべきである。鶏冠木は本当に面白いものである。一般的に、野山の木は野山に植え、深山の木は太山に植え、里木は里に植えるということを、心得ておくべきである。

一、 椿。　山水に使われるときの場所は決まっていない。ただし、松と一緒になって風情ある様に植えるべきである。いずれもこれ等を主として、調整して上るべきである。このような口伝がある。

一、 梅は、峯にも谷にも里に植えても問題は無い。但し、方位は北の方を主とするべきである。二本も三本もあるときには一本は北の方に向かっている木を植えるべきである。その他は風情を考慮して植えるべきである。梅の匂いは、趣深いものではあるので、家の場所と風情を考慮して、風がいつも吹いているようなところに植えるべきである。それは、梅の花の匂いがとても珍しいものであるからである。また、口伝がある。

一、 桜は峯、山、深山のどこにあるが、第一には里を主とするべきである。また、深山や青山の中にも桜を植えても面白く、座敷は南の方を主と心がけておくべきである。また、陽山（南の山）、深山と思う木陰に桜を一、二本植えれば、この山の奥にまた里があるのではないかと思われるように植えるべきである。また、桜の木の風情があれば、どこに植えようが、風情を出すのは、そんなに難しいことではない。何度も言ったように、その座敷にただ一本植えれば、その他はどこに植えても良い。伝えを聞いていない人は、桜が二、三本あっても、その座敷には植えずに、適当に植えるので、伝えを聞いている人のように簡単ではない。何でもこれと同じ様なことである。
一、 真木、椙、檜木、匂ノ木、椎ノ木、桐、栢木、譲葉、松、山桜などを主として深山に植えるべきである。この下の方の木には躑躅、ヤドメ、ヒサカキ、山ウルシ、小篠などを植えて交ぜれば、下の方は透けて後ろが見えないように、茂っている方が良い。このようにはあっても、上も下ももじゃもじゃとなっていては、風情も見所も無い。さも、爽やかになるように透かして、だんだんと、見事に茂ってきて深山の風情にするべきである。心を入れておかなわないと、叶わないと言われている。

一、 一般的に島を作る山水には、戌亥に柳、丑寅にカヘデ、辰巳に松、　　　　　　　　　。このように言っているからといって、全てを植えたらいいということではない。これも、島が大きく、山水が大きいときのしきたりである。このような事は、自分で判断して、風情が出てくるようにどのようにしても良いのである。

一、 柳は山水に、強いて好んで植えることは良くあることである。但し、島の戌亥の方に向かって植えるべきである。島が無いのに柳を植えることは無い。沼地などの山水の河を出て行くようなところには河柳として植えても良い。これは大きな山水での話である。いつもこのようにするのではない。好んでいるからとたくさん植えてはいけない。
一、 藤は、松が一緒に無いところで植えているのは聞いたことも無い。　　　面白いのであれば、他の檜原などに隠して植えても良い。また、沼地のある山水に植えると、花が咲くときなどは面白いものとなると言われている。

一、 山吹は主として、沼地のある山水に植えるべきである。普通の山水に植えたければ、垣の際などに植えるべきであると言われている。

一、 真弓は紅葉して殊更面白くなるものである。これは野山に植えるのを主とする。一般的に真木、檜原の中にも植えると面白く、これは東北の方に向かうのを主として心がけて植えるべきである。

一、 躑躅は野山を主とする木である。　　　　ツツジと言うときは深山の下木に植えると良い。岩間など池の上も面白い。これも蔭山である。陽山というのも主とする。
一、 桃はそこまで、好んではいけない。サリナガラ祝いの木である。大きい山水には木陰に植えても良い、また、良い方向は東である。

一、 柘榴。　この木は里木である。山水には里の山を主とするところに植えるべきである。ただし、柘榴の実がなって、面白い風情があるようなところがあれば、調整して植えるべきである。一般的に実のなる木と一緒に植えるべきである。

一、 梨ノ木。　これも深山のものではない。野・山里を主としている木である。唐梨などは面白い。

一、 柑類は野山の近くの里に風情あるようにして、軒はまがきの模様を心得て植えるべきである。枇杷、柑子、橘、柚子、栗ノ木なども風情があれば植えても面白い。

一、 竹は北の方に植えるべきである。その姿によって、植えるべきものである。

一、 下草はエベネ、ワサビ、百ナン草、キンキ草、ネクサなどを主とし、全て高すぎないようにして、草を植えても良い。何とも風情ある草が因縁のあるようになるものを選んで植えると良い。

一、 白菊、紫苑は男女の契による不思議の因縁がある。面白いことがあれば、別に場所を用意して、植えても良い。或いは、まがきの外に植えて、見越すように植えるのも良い。
一、 一般的に木の枝を透かすこと、まず表の型を主として、木の姿をよくよく見るべきである。まず、主人の見える方の面へ、上下に同様に指している枝を不吉の枝とする。それらをどれであれ、そのなかで、あまり良くない枝を切るべきである。
一般的にたて木を植える故に、木が育っていく枝、天へ昇っていく枝を切ってはいけない。立てるべきである。横木は横木の形を見て、その風情を透かすべきである。斜木もたて木もこのような枝を切るのに、枝の長さの長いのは切ってはいけない。いかに面白いからといって、青木なども本にも少し葉があって、木に葉があるものを良い枝と言って、切ってはいけない。ただ枝はヨロヨロとして枝も長くて、もじゃもじゃとした下を見合わせて透かすべきである。木は枝を切りとって立ててはいけない。ひねこけた枝はあまりよくないけれども切ってはいけない。

一、 木の根を切って透かす時は、根の切り口に焼き金を当てて、根の切り口に鳥取りもちを塗って、松脂を塗って硫黄に混ぜ合わせたものを作り、その薬をその上につけるべきである。一般的に枝の切り口にもこのようなことをするべきである。赤土をよくねばりがあるように練り合わせて、木の根に良く塗って植えるべきである。穴にこの土をいれて植える。根が多くあればあながちこのようにしなくても植えるべきである。

一、 また、木を植えるにも、木のあるところの土を穴に入れて、木を植えて水をかけて、良く踏みつけるべきである。大事な木はこのように育てては、よく育たない。また、木の皮がむけたり、木の擦れたり、切りかけたりすることがある。その時は先ほどの薬をつけると良い。相構えて、育てるべきである。常に、水をかけ、日陰を作ったり、朝は水を吹き、蜘蛛の巣を取って、心に油断を無く育てるべきであると言われている。この木の育て方は秘密ごとである。

一、 一般的に、他に地が肥えている所に山水などを作るときに、木も草も枝も大いに高く茂っているのを切って、切り口に鼠の糞と硫黄を合わせて塗って、その上を焼き金でそろっと当てれば痩せて尋常に見える。また、草などを細くしようと思えば、鼠の糞を粉にして時々注ぐといい。生えてくるのに従って、揚枝に塗って常にこれを塗っていれば、細く生えてくるといわれている。

一、 一般的に、初めてそこにある木の類を切り折れば、先に述べたように、鳥取のもち、松脂、硫黄を塗って、その上に焼金に檳榔子を粉にして甘草の粉を少し入れて、鳥取を使って、切り口に塗って、その上に松脂をかけて、焼金を当てるべきである。

一、 折れた木を治す場合は、また掘って五日も、十日も土を離れている木を植えつけるには、まず先ほどの薬を枝にも根にも切り口に塗って、焼金を外に当てて、土を掘って植える。周りに蒟蒻を細く切って、埋めれば良い。

一、 柳の切り株を置いてみるとき、松の切り株を急いで掘って捨てるべきである。

